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腫トリコモーナスの研究

(2）腹腔内戚染マク只腹水による凝塊反応
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前の論文 (1959）中て睦 トリコモーナス症〈以下！崖ト症

と略〉感染婦人帯下と， Trichomonas vaginalz》〈以下

T.v. と略〉の純培養生虫体との聞に凝塊反応 Agglo・

merationが成立し，併もその陽性率は感染婦人の92.5%

に達し将来睦ト症の補助診断法のーっとして，乙の反応

は役立つかも知れない事を示唆した。 cの事実を動物実

験て再検討する為に本実験を行った。

即1ぅ，小動物（家兎，モルモット，ラッテ〉の陸内に

純培養 T.v.を感染せしめ，その帯下ての凝塊反応を追

試せんと試みたが，多くの研究者（Blandet al. 1932, 

Bonestell 1936, Trussell & McNutt 1941，及び Trussell

く194め によれば Dock,Marconi, Bykhovsky et al.等〉

の報告と同様に，とれ等諸動物の腔内には T.v.の感染

は成立しなかった。

そこで既に Schnitzeret al. (1950），岩井（1957)等

により記述された如く腹腔接種て確実に感染し肝膿蕩の

形成や腹水の貯溜の生ずるマワスを用い，その腹腔洗糠

液を以って凝塊反応を実施し感染と反応の経過を観察し

た。

実験材料及び方法

1. 小動物睦内接種実験 ：実施動物とレζ2匹の成熟

家兎（3000g ), 2匹のラッテ（150 g）及び 3匹のモル

モット（350 g）を使用した。接種前にそれ等の動物の

睦粘液を前以って鏡検した。即：ち，陸中に白金耳の小環

を深く挿入し 1白金耳illの陸内容を採取し生食水て塗抹

標本として Trichomonas類の検索をした。これ等から

は Trichomonas類は発見されなかった。

HIROSHI ARAI and HIROSHI OURA : Studies on 

Trichomonas vagina/is (2) Agglomeration test with 

peritoneal fluid of mice infected with 主 vaginalz"s
(Department of Parasitology, School of Medicine, 
Keio University. Tokyo) 

接種虫体は浅見培地に 400代以上継代保存せるB株て

37°048時間培養後洗糠する事無く遠沈し 800万／mlの虫

体をモルモット， ラッテては O.lml，家兎ては 0.2ml 

宛ピペッ トて睦内深く注入，約io分間下半身を幾牙高く

静置して後飼育箱に戻した。その後毎日！崖好秘物を 2白

金耳宛採取し，各々培養と鏡検に用いた。初回接種後16

日目に再接種を行い同方法て再び観察した。その他， 2 

匹の家兎， 2匹のラッテ， 5匹のモルモットに同操作の

虫体を1白金耳量の Strept.vz"rid.及び Staph.aureus 

と共に接種し同様の方法て観察した。

2. T.v.腹腔接種マウスの腹腔洗糠液の凝塊反応 ：

20匹のマウス (15g）の腹腔内に37°048時間培養の洗糠

虫体50万／mlの 1.0mlを腸管の損傷を避ける為に先端

を多少鈍にした 1/2針て注入した。始めは貯溜せる腹水

を採取する目的であったが，接種後5及び10日の試験穿

刺て20例共腹水は認められなかったので，接種後 2週目

より実験を終了した12週迄の聞に10匹のマウスの各々よ

り6回腹腔洗糠液を採取爾後の実験に供した。即ち，

1.0mlの無菌生食水を注射器て腹腔に注入し逆に51い

て採取せる 0.5～0.6mlの洗糠液を遠沈し， 沈置はそ

の都度培養し，上清を原液として 2×2n に倍数稀釈し

凝塊反応を行った。凝塊反応の方法は前報と同じであ

る。同時に健康マウス 2匹を同一方法て粧品観察し対照

とした。 12週に至り生残せる 9例の接種マウスを屠殺開

腹し，肝膿蕩形成部牙及び虫体の為と思われる腹腔内の

他の病変部分を総て培養基中に無菌的に投入し，虫体の

生存の有無を観察した。

実験成績並びに結果

1. 小動物睦内接種実験

モルモット，ラッテ，家兎共接種翌日の鏡検て極く少

数の不活溌に動く虫体を発見した。併し乍ら腫牙泌物の
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第 1表 主v.腹腔接種マウスの腹腔洗糠液の凝塊

反応の経過並びに沈澄の培養，腹腔内病変

及びその培養結果

凝塊反応の経過
肝E白脹病rY蕩他変

12週
での

2 3 5 8 10 12週 培養

No. 
1 64 16 16 16 16 16 ＋ 

2 64 64 32' 16 16 16 ＋ 

接
3 @)* @ 64 32 64 64 ++ 1個!!. ＋ 

種
4 16 16 16 16 8 8 一 2個

マ 5 32 16 16 16 16 16 ー 数個

ウ 6 32 死亡・・

ス
7 16 16 16 16 8 8 ＋ 

8 ⑮ 16 16 16 16 16 一 3個

9 ＠⑬ 16 8 16 16 ＋ 

10 16 16 8 8 16 16 ＋ 

対 1 8 8 8 4 8 16 

照 つ~ 8 16 8 8 16 8 

註：表中の数字は腹腔洗糠液稀釈倍数を示す．

牢： Oは，腹腔洗糠液遠沈法培養で虫体検出例．

ム： No.3腹膜に接して乾酪株塊が 1個

No. 4小腸壁に II 2個

No. 5胃後部に ／／ 数個

No. 8小腸壁に接して／／ 3個

増加は認められなかった。ラッテ，家兎は第2日自に虫

体は鏡検培養共に陰性であったが，モルモット睦内容の

みは第2日，第 3日には不動性の虫体を散見したが培養

ては増殖し得なかった。その後はすべて虫体は見られな

い。初回接種後16日自の再度種の結果も同様て感染は不

成立に終った。

Staph. aureus, Strep. vz'rid.を同時に接種せる実験

ては，モルモットにおいて接種後5日目迄少量の膿性牙

組物を認め鏡検て多数の膿球が見られたが，虫体は第2

日には不動性となりその後は陰性であった。家兎，ラッ

テは接種後 2日自には睦牙必物も少量て膿球の存在以外

に虫体も検出されなかった。大部長子の動物の腔牙泌物中

の細菌は接種後1週後の細菌は接種後1週後の単染色鏡

検て、殆んど確認出来なかった。

2. 腹腔接種マウスの肢腔前糠液の凝塊反応及び開腹

所見

Tv.を腹腔接種後 2, 3, 5, 8, 10及び12週の腹

腔洗糠液て行った凝塊反応、の経過，各沈涯の培養結果及

び病変部の培養結果を第 l表に示した。
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即：！：）， 凝塊反応の陽性価は64×が最高であった。多く

は第2週或いは第3週において夫々のマウスての最高価屯

を示し繭後次第に低下するが最初から高い価を示さず，

その偉12週迄それが続くものもあった。第2週の洗糠液

沈澄の培養の結果 No. 3, 8, 9のマウスては虫体陽

性となり，その中 3' Dでは夫々64×及び32×と云うそ

のマウスての最高価を示した。叉，第3週においてもし

9が虫体陽性て， ζの時期においても尚腹腔中に生虫体ー

の存在した事を示した口第 5週以後の沈涯の培養ては虫

体の増殖は何れにおいても見られなかった。第12週に至

った時は No.3が依然64×の値を示した事を除いて健康

対照マウスのそれと殆んど差はない様であった。対照試

験は正常マウスの腹腔洗糠液中にも 4～ 6Xに及ぶ自然

凝塊素の含まれる事を示した。従って最高16×の値を示

すした4例（No.4 , 7 , 8 , 10）ては厳密には抗体の

産生を決定し得ぬかもしれぬが，それ等においても全経『

過を見ると対照に比べて幾好高いレベルに在る。

第12週の観察後，生残せる 9匹のマウスを屠殺開腹し

腹腔内の病変に就て観察した。9匹中 6匹の肝臓に明ら

かに肝膿療を認めたがその 6匹中 3匹は64×， l匹は32

×，2匹は 16xの最高の凝塊価を示しており膿蕩形成

の認められなかった例には 64×と云う高い値を示した

ものはない。この肝膿蕩は No.3を除いては乾酪性粟粒

大の塊として見られピンセットて触れると出血する事な

く簡単に剥離しその跡は周縁の明らかな軽度の凹陥とな

った。その乾酪様塊は押せばつぶれるが多少の硬さを有

する程度である。 No. 2, 7, 9ては肝左主葉前面に各

1個， No. 1, 10は肝右主葉前面に各1個春在した。

No. 3の肝膿蕩は肝左右主葉前面に各々 l個ありその所

見は前述の 5匹と全く異った。即：！：），大いさは同Uであ

るが肩平てピンセットて肝実質より容易に剥離し得ず無

理に除去すると出血した。そして他の 5例程硬くはな

い。 No.3は肝膿蕩の他に腹側腹膜に接して移動性の粟

粒大長卵形の乾酪様塊があり之は押しでも簡単につぶれ

ず固い Kapselを有したが内容は同様の乾酪性物質てあ

った。

No. 4, 5, 8の 3例の肝臓には膿療及びそれ等の痕

跡を思わしめる病変は欠除したが， No.4は小腸壁に附

着－して 2個， No. 5は胃後部大網に附着した移動性であ

る数個，そして No.8は小腸壁に接して簡単に遊離し得

る3個の夫々 No.3の腹腔に見られたと同様の硬い乾略

様塊が存在した。以上の各例よりの肝及び腹腔内の病変

部を全て無菌的操作のもとに阪り出し，内容物を夫々浅
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見培地て培養観察した結果， No.3の肝膿蕩部牙を投入

した培地は 2日目より虫体が増殖し鏡検て確認し得た。

他は総て培養5日同に継代培養せるも陰性て虫体は検出

されなかった。

考按並びに総括

従来， Trichomonasvaginalぬの動物接種実験は多く

試みられ皮下，腹腔及び筋内股種に関しては成功の報告

は多いが，臨内接種実験に関しては牛，豚，羊，山羊，

猿，ラッテ，家兎，モルモット， woodrat，猫そしてマ

ウス等に就て多くの研究者により試みられたにも拘らず

僅かに猿において1936年 VasquezColet et al. (Trussell 

1947による）, Kessel & Ga妊ord(1940）、及び Trussell

.& McNutt (1941）等が感染に成功したにすぎず，他の

接種動物は全て不成立に終った。併し乍ら同じ Tricho-

monas類である T.foetusては Trussell& McNutt 

(1941）が牛て， Kradolfer(l9 54）によれば MacDonald

が1948年， Morganet al.が1949年家兎て，そして Kra-

.dolfer (1954うはハムスターで成功している。との T.v.

感染不成功の原因としてラッテて試みた Blandet al. 

(1932うは T.v.が之等の動物の何れの陸にも自然に発

生すると云う記録の無い事から不感染に終るのは当然で

あると云い，更にラッテ， モルモット，家兎て試みた

Bonestell (1936）は下等動物の肢のグリコ」ゲンの欠除

によるものであろうし，それに加えて人体睦 pHが酸性

てあるに反して動物のそれはアルカリ性であり，例えば

ラッテ 7.0，モルモット 7.2，家兎 8.0を示す事も原因

の一つになると推論している。即＇｝：）， T.v.の増殖にグ

リコーゲンの占むる位置の大きい事は既知の事柄であり

岩井 095りは小動物の広範な接種実験の結果 T.v.は

臓器特異性を有すると考えられ，そして感染臓器のうち

虫体の旺盛な増殖が見られる筋肉，肝臓が多量のグリコ

ーゲンを有している事は，との原虫が増殖に多くの糖質

を必要とする事に関係があると思われると推論してい

る。

現在睦ト症の発症要因として陸内グリコーグンの消

長，虫体自体の起炎性，共在細菌の助長作用の三つを挙

げる者もあるが（浅見 1958），第三の点，即＇｝：）， 動物股

接種実験において細菌との混合接種を行ったと云う報告

は無く僅かに神津 (1957)が難胎を用いての生体内ての

両者の関係を観察しているのみである。久保田（1954)

は培養睦トリコモナスの増殖と睦内好気性菌の関係に就

て観察し， T.v.の増殖を助長する 18株の細菌を挙げて
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いるが，その中て最も好適に働く Strept.virid., Staph. 

aureusのこ株を使用したが結果は虫体単独接種と同様

に失敗に終った。

生活 Tv.をマウス腹腔内に接種して肝膿蕩を形成す

る事は Schnitzeret al. 0 950）により報告され，既述せ

る如く岩井（1957)の詳細なる観察て衆知の事である。岩

井は本実験に用いたと同様のB株 100万／mlを1.0mlマ

ウス腹腔に接種し 6週後15例中 8例に肝膿蕩形成を見，

その 7伊Jjに生虫俸を確認したが腹水貯溜例は 1例に過

ぎなかったと云う。本：失．験ては接種後3週の時 9匹中 2

匹の腹腔洗糠液に尚生活虫体を認めたが岩井の数字との

相異は検出方法及接種虫体数によるものと思われる。そ

して12週後の開腹時には 9匹中 6匹に肝膿療を認め No.

3以外の 5例の肝膿療はタト見上治癒機転にあることを示

し，叉，肝膿蕩形成の無い 3例の乾酪様塊も厚い結締織

に被胞され治癒機転を示していた。 No.3マワスては肝

膿療は肉眼的にも治癒して居らず，加えてその培養ては

虫体が旺盛に増殖しとの例においてのみ実験の最終の12

週に尚凝塊反応の陽性価が依然として下降しなかった。

との例のみから考えると凝塊反応の陰転〈との場合は対

照と同じ陽性価になる事を云う〉は即ち実験感染陸ト症

の治癒を示すものの様に思われるが一方 No.8の如く明

らかに腹水中に虫体が存在した時期においても特に高い

価を示さぬ例もあり，叉 No.7, JOの如く肝膿蕩の形成

はあり乍ら第2週においてすら既に値が低い (16×〉の

もあった。 ζの様な不一致な成績の得られた原因として

は先ず第ーに抗体含有物として腹腔洗糠液を用いた事が

挙げられよう。浜田（1953），山県（1954）の云う如くマ

ウス腹腔の T.v.感染ては腹水貯溜型と然らざる型があ

るから，腹水rri＂溜例においては当然高い値の抗体が腹水

洗際液中にも現われようが，腹水量の少い場令には稀釈

が高度となる故洗糠液中の抗体価は当然極めて低い筈で

ある。一方前報において用いた睦洗糠液は必ず相当量の

睦牙泌物の在る腔腔よりの高濃度の帯下稀釈液てある故

明白な成績と成ったものと思われる。

前の論文において臨床的睦ト症の治癒を決定する為の

感染帯下の凝塊反応の芯義に就て論じたが，本実験にお

ける動物実験の結果は部牙的には前報告の結論を支持す

る事実もあったが全体的に見て的確な免疫反応と感染と

の関係を示すものとは思われない成績が得られた。

結論

前の論文て陸ト症感染婦人帯下を以て行った凝塊反応
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て92.5%の陽性率を示した事を報告し＇／：..：が，本実験にお

いて診断学上に占むる帯下の凝塊反応の価値に関して動

・物実験により裏付ける事を試みた。

1) 実験動物の臨に Trichomonasvagz"naHsを感染せ

しめ，その帯下に就て凝塊反応を 試み様と したが，モ

ルモッ ト， ラッ テ， 家兎ては 虫体単独或いは Stゆh.

.aureus, Streρt. vz"rUJ.を同時に接種してもl屋内感染は成

立せず接種後2～3日て虫体は消失した。

2) マワス腹腔に T.v. を接種しその腹腔洗糠の凝塊

反応の経過を観察した結果ては，12週後にも腹腔から生

虫体の証明された 1例においてのみ凝塊反応の陽性価は

全経過を通じて高い価を示した。その他の12週後におい

て虫体は消失し膿療も治癒していた例の多くては接種 2

～3週後に一時的に凝塊価は上昇したが，直ちに低下し

て対照と同程度の価を示した。併し乍ら感染や肝膿療の

形成があ り乍 ら低い値を続けた例も見られた。

3) 以上の動物実験結果は前報の感染婦人帯下の凝塊

反応の成績程明白に感染と凝塊反応との関係を示すもの

ではなかった。

稿を終るに当り種々御懇篤なる御指導，御校閲を戴いた

松林久吉教授並びに浅見敬三助教授に深甚の謝意を表し

ます．
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Summary 

In the previous paper, one of the authors (H. A) 

reported on the agglomeration test of vaginal dischar-

ge infected with T. vaginalis. This test was pros-

pective in determining the trichomonad infection. 

In the present experiments an attempt was made to 

demonstrate the reliability of the test by experimen-

tally infected animals. At first, much e旺ortwas 

made to infect the organisms in vaginae of rabbits, 

guinsea pigs and rats, all resulting in failure. 

Then, the test was carried out with the peritoneal 

fluid of mice which were intaperitoneally inoculated 

with the trichomads. The fluid was drawn 6 times 

(2, 3, 8, 10 and 11 weeks) after the inoculation and 

tested for the agglomeration. In most cases, the 

titre became highest 2-3 weeks after the inoculation 

and dropped gradually to become almost the same 

level as in control animals about 12 weeks after the 

inoculation. 

Autopsy was carried out after 12 weeks when the 

titre became almost normal. Mice which had shown 

high titre had generally a marked pathology in the 

peritoneal cavity due to trichomonas infecton. Tricho-

monas, however, were not detected by the autopsy 

except one mou田 whichshowed high titre (1: 64) 

continuously throughout the investigation period. On 

the other hand, some mice showed only a low titre 

at the period when the trichomonads were actively 

growing. This agglomeration test with peritoneal 

fluid of mice supports in part the results of the test 

carried out with human vaginal discharge, but the 

titre and the degree of infection did not always 

coincide with each other. 




